
基
本
構
想
策
定
に
当
た
っ
て
の

市
長
の
見
解
に
つ
い
て

ど
れ
く
ら
い
あ
る
の
？

倒
壊
し
そ
う
な
老
朽
廃
屋

中
学
校
の
完
全
給
食
と
教
員
の
研
修
は

両
立
で
き
る
の
か
？

北
九
州
市
住
生
活
基
本
計
画

住
生
活
の
質
の
向
上
を
目
指
し
て
！

新
し
い
ス
タ
ジ
ア
ム
の
調
査
費
っ
て
？

竹
林
の
荒
廃
を
防
ぐ
た
め
に
…

「北九州里山トラスト会議」の活動風景

本
市
の
周
産
期
医
療
体
制

ハ
イ
リ
ス
ク
分
娩
へ
の
対
応
は
？

無
保
険
状
態
の
子
ど
も
を

な
く
す
た
め
に
…

本会議では、各会派から次の
１２人の議員が質問を行いました。
（発言順。掲載記事の順番とは
関係ありません。）

橋 本 和 生（日本共産党）

赤 松 文 雄（公 明 党）

� 野 信 明（社民市民連合）

後 藤 雅 秀（自民市民クラブ）

世 良 俊 明（市 民 の 風）

平 山 政 智（自由民主党）

原 田 里 美（日本共産党）

柳 井 誠（日本共産党）

森 浩 明（市 民 の 風）

戸 町 武 弘（自民市民クラブ）

荒 川 徹（日本共産党）

江 島 勉（市 民 の 風）

議

員

今
議
会
で
提
案
さ
れ
て
い
る
基

本
構
想
・
基
本
計
画
は
、
市
長

の
公
約
で
あ
る
教
育
・
福
祉
・
医
療
を
中
心

に
税
金
の
使
い
道
を
変
え
る
こ
と
に
重
点
を

置
い
た
計
画
に
す
べ
き
で
あ
る
が
、
ル
ネ
ッ

サ
ン
ス
構
想
に
つ
い
て
の
反
省
点
を
含
め
た

市
長
の
見
解
を
尋
ね
る
。

市

長

ル
ネ
ッ
サ
ン
ス
構
想
に
基
づ
く

２０
年
間
の
主
な
成
果
は
、
環
境

首
都
へ
の
取
り
組
み
や
研
究
開
発
の
拠
点
化
、

ま
た
、
道
路
、
港
湾
、
空
港
な
ど
の
整
備
が

進
ん
だ
こ
と
で
あ
る
。

一
方
、
課
題
は
、
い
く
つ
か
の
事
業
に
つ

い
て
、
当
初
の
も
く
ろ
み
を
達
成
で
き
な
か

っ
た
こ
と
、
ま
た
、
市
民
ア
ン
ケ
ー
ト
で
は
、

子
育
て
や
雇
用
対
策
等
で
満
足
度
が
低
い
と

い
う
結
果
が
出
て
い
る
こ
と
で
あ
る
。

今
回
の
構
想
・
計
画
案
で
は
、
子
育
て
や

教
育
等
の
「
人
づ
く
り
」
や
、
安
全
安
心
で

健
康
か
つ
快
適
な
「
暮
ら
し
づ
く
り
」
に
力

を
入
れ
る
と
と
も
に
、
知
識
サ
ー
ビ
ス
産
業

の
振
興
等
に
よ
る
「
産
業
づ
く
り
」
や
、
人

や
情
報
の
交
流
の
舞
台
と
な
る
基
盤
を
整
備

す
る
「
都
市
づ
く
り
」
を
バ
ラ
ン
ス
良
く
総

合
的
に
進
め
る
こ
と
に
よ
り
、
夢
と
希
望
を

持
て
る
ま
ち
を
つ
く
っ
て
い
き
た
い
。

議

員

八
幡
東
区
に
は
、
公
益
を
害
す

る
老
朽
廃
屋
は
ど
れ
く
ら
い
あ

る
の
か
。
ま
た
、
老
朽
廃
屋
は
、
防
犯
上
や

災
害
防
止
上
撤
去
す
る
必
要
が
あ
る
と
思
う

が
、
老
朽
廃
屋
の
買
収
等
を
行
い
、
地
元
の

ま
ち
づ
く
り
に
生
か
し
て
は
ど
う
か
。

建
築
都

市
局
長

老
朽
廃
屋
対
策
は
、
良
好
な
居

住
環
境
を
形
成
す
る
た
め
の
ま

ち
づ
く
り
の
観
点
か
ら
重
要
な
課
題
で
あ
る
。

昨
年
度
、
八
幡
東
区
の
空
き
家
の
木
造
住
宅

に
つ
い
て
、
老
朽
廃
屋
調
査
事
業
を
実
施
し

た
結
果
、
倒
壊
等
が
予
測
さ
れ
る
家
屋
が
６

件
、
今
後
劣
化
の
進
行
が
予
測
さ
れ
る
家
屋

が
３９
件
で
あ
っ
た
。

今
後
は
、
所
有
者
に
対
し
て
、
建
築
基
準

法
に
基
づ
き
適
正
な
維
持
管
理
を
求
め
、
特

に
改
善
を
要
す
る
６
件
に
つ
い
て
は
、
行
政

代
執
行
も
視
野
に
入
れ
、
改
善
措
置
を
強
く

求
め
て
い
く
。
ま
た
、
同
事
業
の
調
査
結
果

を
踏
ま
え
て
、
地
元
で
の
利
活
用
の
可
能
性

も
検
討
し
て
い
き
た
い
。

議

員

中
学
校
の
完
全
給
食
が
実
施
さ

れ
る
と
、
現
在
で
も
多
忙
感
が

募
る
教
員
の
時
間
的
な
余
裕
は
さ
ら
に
な
く

な
る
。
一
方
で
、
学
力
向
上
に
向
け
た
校
内

研
修
も
求
め
ら
れ
て
い
る
。

こ
の
よ
う
な
中
で
、
完
全
給
食
の
実
施
と

教
員
の
研
修
は
両
立
で
き
る
の
か
。

教
育
長

学
力
の
実
態
の
分
析
や
学
力
向

上
等
に
関
す
る
研
修
は
、
放
課

後
や
夏
季
の
休
業
期
間
に
実
施
さ
れ
て
い
る
。

そ
こ
で
、
完
全
給
食
を
実
施
す
る
に
当
た
り
、

放
課
後
の
時
間
へ
の
影
響
が
懸
念
さ
れ
た
た

め
、
モ
デ
ル
事
業
を
通
じ
検
証
を
行
っ
た
。

そ
の
検
証
で
は
、
学
校
の
努
力
等
に
よ
り
、

特
段
の
問
題
は
生
じ
て
お
ら
ず
、
放
課
後
の

時
間
へ
の
影
響
を
最
小
限
に
で
き
る
こ
と
が

確
認
で
き
た
。
ま
た
、
他
都
市
で
も
、
完
全

給
食
は
問
題
な
く
、
ご
く
自
然
に
定
着
し
て

い
る
。

こ
れ
ら
の
こ
と
か
ら
、
完
全
給
食
を
実
施

す
る
こ
と
に
な
っ
た
場
合
で
も
、
教
員
の
研

修
時
間
は
確
保
で
き
る
と
考
え
て
い
る
。

議

員

住
生
活
基
本
法
の
施
行
に
伴
い
、

本
市
で
は
、
住
生
活
基
本
計
画

の
策
定
に
向
け
た
検
討
が
行
わ
れ
て
い
る
が
、

ど
の
よ
う
な
内
容
に
な
る
の
か
。

建
築
都

市
局
長

同
計
画
で
は
、
目
指
す
べ
き
将

来
の
住
生
活
像
を
「
人
と
環
境

に
優
し
く
元
気
あ
ふ
れ
る
北
九
ラ
イ
フ
」
と

定
め
、
そ
の
実
現
に
向
け
て
、
①
少
子
高
齢

社
会
に
対
応
し
た
住
宅
ス
ト
ッ
ク
の
形
成
、

②
市
外
か
ら
の
転
入
に
よ
る
定
住
の
促
進
、

③
環
境
と
共
生
す
る
低
炭
素
な
住
ま
い
づ
く

り
の
促
進
、
④
市
民
へ
の
住
情
報
の
提
供
や

住
宅
相
談
体
制
の
充
実
、
⑤
市
営
住
宅
の
管

理
の
適
正
化
や
高
齢
者
な
ど
の
民
間
賃
貸
住

宅
へ
の
入
居
の
円
滑
化
に
よ
る
住
宅
セ
ー
フ

テ
ィ
機
能
の
充
実
、
な
ど
の
施
策
を
推
進
す

る
こ
と
に
し
て
い
る
。

今
後
、
同
計
画
に
基
づ
い
て
、
市
と
市
民

や
Ｎ
Ｐ
Ｏ
、
住
宅
関
連
事
業
者
が
共
同
で
施

策
を
推
進
し
、
豊
か
で
質
の
高
い
ハ
ー
ト
フ

ル
な
住
環
境
の
整
備
に
取
り
組
み
た
い
。

議

員

ニ
ュ
ー
ウ
ェ
ー
ブ
北
九
州
の

ホ
ー
ム
グ
ラ
ウ
ン
ド
と
な
る
新

し
い
ス
タ
ジ
ア
ム
の
整
備
に
向
け
て
、
そ
の

調
査
費
を
予
算
要
求
し
て
い
る
が
、
ど
の
よ

う
な
項
目
に
つ
い
て
、
い
つ
ま
で
に
調
査
を

行
う
の
か
。

企
画
文

化
局
長

ス
タ
ジ
ア
ム
の
整
備
に
つ
い
て

は
、
他
都
市
の
視
察
な
ど
を
通

じ
て
、
重
要
な
ポ
イ
ン
ト
が
把
握
で
き
た
。

そ
の
内
容
と
し
て
は
、
①
最
低
で
も
４
、

５
ヘ
ク
タ
ー
ル
の
敷
地
が
必
要
で
あ
る
こ
と
、

②
交
通
ア
ク
セ
ス
と
し
て
、
軌
道
系
公
共
交

通
機
関
の
利
用
が
可
能
な
こ
と
、
③
一
定
数

以
上
の
来
場
者
用
の
駐
車
場
の
確
保
が
必
要

な
こ
と
、
④
施
設
管
理
の
面
で
は
、
天
然
芝

の
管
理
が
重
要
な
こ
と
、
⑤
騒
音
対
策
に
万

全
を
期
す
必
要
が
あ
る
こ
と
な
ど
で
あ
る
。

来
年
度
は
、
他
都
市
の
状
況
を
さ
ら
に
詳

細
に
調
査
す
る
と
と
も
に
、
市
内
の
複
数
の

候
補
地
を
対
象
に
、
交
通
ア
ク
セ
ス
、
周
辺

の
土
地
利
用
と
の
関
係
、
騒
音
な
ど
周
辺
住

民
に
対
す
る
影
響
な
ど
さ
ま
ざ
ま
な
観
点
か

ら
調
査
を
行
い
、
候
補
地
や
施
設
の
規
模
を

絞
り
た
い
。

議

員

福
岡
県
が
森
林
環
境
税
を
活
用

し
て
実
施
し
て
い
る
荒
廃
森
林

再
生
事
業
で
は
、
荒
廃
し
た
竹
林
等
は
対
象

外
で
あ
る
。
そ
こ
で
、
県
に
対
し
、
竹
林
等

を
同
事
業
の
対
象
と
す
る
よ
う
働
き
掛
け
て

い
る
が
、
実
現
し
て
い
な
い
。

本
市
で
は
、
繁
殖
し
た
竹
に
よ
り
人
工
林

が
駆
逐
さ
れ
る
等
の
問
題
が
発
生
し
て
お
り
、

県
へ
さ
ら
に
強
く
働
き
掛
け
る
と
と
も
に
、

竹
林
の
荒
廃
を
防
ぐ
た
め
、
教
育
や
雇
用
の

創
出
等
に
竹
林
を
活
用
し
て
は
ど
う
か
。

産
業
経

済
局
長

本
市
で
は
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
団

体
に
よ
る
荒
廃
し
た
竹
林
の
伐

採
や
、
親
子
連
れ
等
が
竹
林
整
備
を
通
じ
て

自
然
環
境
を
学
ぶ
場
と
な
っ
て
い
る
「
竹
林

オ
ー
ナ
ー
制
度
」
等
が
行
わ
れ
て
お
り
、
市

と
し
て
も
こ
れ
ら
の
活
動
を
支
援
し
て
い
く
。

さ
ら
に
、
竹
林
が
雇
用
の
創
出
に
つ
な
が

る
よ
う
、
竹
材
を
活
用
し
た
新
た
な
産
業
の

可
能
性
に
つ
い
て
、
さ
ま
ざ
ま
な
産
業
分
野

と
連
携
し
て
検
討
を
進
め
た
い
。

な
お
、
県
に
対
す
る
働
き
掛
け
は
、
今
後

も
あ
ら
ゆ
る
機
会
を
通
じ
て
行
い
た
い
。

議

員

妊
婦
が
病
院
を
た
ら
い
回
し
に

さ
れ
、
出
産
後
に
死
亡
す
る
な

ど
の
悲
惨
な
事
件
が
起
き
て
い
る
。
本
市
で

は
、
ハ
イ
リ
ス
ク
分
娩
等
へ
の
体
制
は
確
立

さ
れ
て
い
る
の
か
。

市

長

ハ
イ
リ
ス
ク
分
娩
に
対
応
で
き

る
市
立
医
療
セ
ン
タ
ー
を
は
じ

め
、
市
内
の
四
つ
の
病
院
を
「
基
幹
病
院
」

と
位
置
付
け
、
そ
れ
以
外
の
診
療
所
や
産
科

専
門
病
院
な
ど
で
妊
婦
健
診
や
通
常
分
娩
を

行
い
、
双
方
で
緊
密
な
連
携
を
図
っ
て
い
る
。

市
内
の
基
幹
病
院
の
う
ち
三
つ
は
、
脳
血

管
障
害
等
の
合
併
症
に
も
対
応
が
可
能
で
あ

り
、
こ
れ
ま
で
本
市
で
は
大
き
な
問
題
は
発

生
し
て
い
な
い
。

ま
た
、
出
生
と
同
時
に
緊
急
な
治
療
を
必

要
と
す
る
未
熟
児
な
ど
の
医
療
を
確
保
す
る

た
め
、
市
内
の
五
つ
の
病
院
で
、
輪
番
体
制

で
受
け
入
れ
る
と
と
も
に
、
七
つ
の
病
院
に

搬
送
用
保
育
器
を
常
備
し
、
よ
り
迅
速
な
搬

送
体
制
を
確
立
し
て
い
る
。

こ
の
よ
う
に
、
今
後
と
も
、
安
心
し
て
子

ど
も
を
産
み
育
て
る
こ
と
が
で
き
る
環
境
の

整
備
に
向
け
て
、
周
産
期
医
療
体
制
の
確
保

に
努
め
た
い
。

議

員

本
市
は
、
国
民
健
康
保
険
料
を

滞
納
し
て
保
険
証
を
返
還
し
、

資
格
証
明
書
を
交
付
さ
れ
た
世
帯
に
つ
い
て
、

短
期
保
険
証
を
交
付
す
る
と
発
表
し
た
が
、

納
付
誓
約
を
し
た
場
合
や
特
別
な
事
情
の
あ

る
場
合
に
限
っ
て
お
り
、
世
帯
主
と
市
の
判

断
に
よ
っ
て
は
、
無
保
険
状
態
が
続
く
こ
と

に
な
る
。
そ
こ
で
、
児
童
憲
章
の
趣
旨
に
基

づ
き
、
子
ど
も
に
対
し
て
は
、
保
険
証
を
交

付
す
べ
き
で
は
な
い
か
。

保
健
福

祉
局
長

本
市
で
は
、
こ
れ
ま
で
も
、
本

当
に
医
療
が
必
要
で
あ
れ
ば
、

納
付
相
談
に
来
て
も
ら
う
こ
と
に
よ
り
、
保

険
証
を
交
付
す
る
よ
う
に
し
て
い
る
。

ま
た
、
国
は
、
世
帯
に
子
ど
も
が
い
る
こ

と
を
も
っ
て
、
一
律
に
資
格
証
明
書
の
交
付

対
象
外
と
す
る
こ
と
は
適
当
で
な
く
、
児
童

福
祉
法
に
違
反
す
る
も
の
で
は
な
い
と
い
う

見
解
を
示
し
て
い
る
。

こ
れ
ら
を
総
合
的
に
勘
案
し
た
上
で
、
世

帯
主
の
滞
納
保
険
料
の
納
付
ま
た
は
納
付
で

き
な
い
特
別
の
事
情
の
届
出
に
よ
り
、
短
期

保
険
証
を
交
付
す
る
こ
と
と
し
た
。

本
会
議
で
の
質
問
と
答
弁
は
、
要
約
し
た
も
の
を
掲
載
し
て
い
ま
す
。

詳
細
は
、
２
月
中
旬
以
降
、
各
市
立
図
書
館
に
お
い
て
会
議
録
で
ご
覧
い

た
だ
け
ま
す
。

ま
た
、
市
議
会
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
の
会
議
録
検
索
シ
ス
テ
ム
で
も
３
月
中

旬
ご
ろ
か
ら
閲
覧
で
き
ま
す
。

本
会
議
で
の
質
問
と
答
弁
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